
第２２３回教員会議・第１２９回研究科委員会 議事要録 

 

日 時：平成２７年１２月９日（水）１３：３０～１６：２０ 

場 所：後援募金記念棟 会議室 1-2 

議 題  

 ◆教員会議◆  

[審議事項]  

１．学類長  

（１）教員の任用について  

１）生産またはサービスのシステム構築に資する分野（生産管理、サービス工学、ス

ケジューリング、またはシステム設計・解析・評価等）：准教授又は講師  

①教員資格調査委員会の調査結果について 

回収資料に基づき、資格調査委員長より候補者３名の選考経緯が説明され、科目適

合性及び研究実績に優れたＣ氏を採用候補者としたい旨の提案があった。Ｃ氏の年齢

が高いことについての質問と意見があった。 

②採用候補者の決定について 

   Ｃ氏の履歴書および研究業績リストが配られ、投票が行われた。投票総数４０票、

賛成２１票、反対１７票、白票２票で、採用候補者決定に必要な2/3の賛成票が得られ

なかったため、資格調査委員会の提案は否決された。 

   福島大学共生システム理工学類教員選考規程第７条第２項に基づき、資格調査委員

会で再検討することが学類長より提案され、了承された。 

（２）福島大学共生システム理工学類長選挙意向投票取扱いについて 

資料１に基づき、意向投票取り扱いの案が説明され、了承された。 

［報告事項］  

１．学類長  

（１）平成２７年度昇給区分該当者について 

 教授：Ａ区分２名、Ｂ区分８名、准教授：Ａ区分１名、Ｂ区分４名の該当者が投影さ

れた。 

（２）評議員等の選挙日程について 

資料２に基づき、評議員・人事委員・運営会議委員（専攻長・副専攻長）の選挙日程

が説明された。 

（３）寄付講座について 

資料３に基づき、ふくしま未来研究会の寄附により再生可能エネルギーに関する寄附

講座を設立することが説明された。１２月２２日に記者会見が行われる。寄附講座で雇

用する特任教員は、大学院で再生可能エネルギーの講義を担当するほか、学類の総合科

目の担当も予定されている。寄附講座の円滑な立ち上げと運営支援のため、委員会を立



ち上げること、佐藤教授を委員長に指名することが提案され、了承された。佐藤教授よ

り、特任教員との連携を希望する教員は申し出ていただきたいと、発言があった。 

２．教務委員会 

（１）平成２７年度卒業論文の提出について 

資料４に基づき、卒業論文の提出締切が報告された。 

（２）教務関係日程表（平成２８年１月～４月）について 

資料５に基づき、教務関係日程が説明された。 

（３）平成２８年度新入生ガイダンスについて 

資料６に基づき、新入生ガイダンスの日程が説明された。 

（４）第１４０回教務協議会について  

・インターンシップ実施状況について 

資料７に基づき、インターンシップ実施状況が説明された。理工学類のインターン

シップ参加者は３名であった。 

・平成２８年度学類・大学院開講科目「シラバス」登録について 

資料８に基づきシラバス登録日程などが説明された。今年は項目の記入漏れなどを

点検してから公開するため、締め切りが２月２６日と例年より早くなっている。シラ

バス入力にあたり前年度のシラバスを参照できるかという質問があり、教務委員会で

確認することとした。（同日、シラバス入力期間中は、過去のシラバスを参照しての

入力が可能であると情報がメールで提供された。） 

・単位互換による特別聴講生の派遣及び受入状況（平成２７年度後期）について 

   受入がなかったと報告された。 

３．共通教育委員会 

（１）平成２８年度共通領域科目及びキャリア形成論時間割について 

資料９に基づき、共通領域科目及びキャリア形成論時間割が報告された。 

（２）平成２７年度後期共通領域科目履修者数一覧表について 

資料１０に基づき、共通領域科目履修者数が報告された。 

（３）共通教育アンケートの実施について 

 アンケートが１月に実施される。２年生が対象で、４つの科目で配布をする。 

４．学生生活委員会 

（１）大学入試センター試験実施に伴う学生の入構禁止措置及び学内施設の利用制限等

について 

１月１５日１３時～１７日終日、原則として学生の入構が禁止される。図書館など例

外もある。詳細は掲示される。 

５．第２５１回教育研究評議会報告(１１月２４日開催)  

【審議事項】 

（１）「福島大学農学系人材養成機能のあり方に関する第１次報告書」を受けての今後の



対応方針について 

 報告書の概要について報告された。総合的な農学についての学部相当の組織を、平成３

０年度をめどに立ち上げる方向性が示されている。有限な教員資源で特色ある形を模索し

ていく必要がある。そのためには既存組織の見直しも必要となる。理工学類としても、将

来構想委員会などで議論を始めている。 

（２）「官公庁等定年退職者を対象とした特任教員制度の運用について」の改正について 

特任教員の業務に、（センター試験に関わるものを除く）入試業務を加える。 

（３）学内諸規則等の制定について 

①「独立行政法人等の保有する個人情報の適切な管理のための措置に関する指針」及び

「個人情報保護管理規則」について 

  マイナンバー制度が施行されることに関わる改正である。 

②「福島大学学類長選考規則」について 

 条番号の修正である。 

③「国際交流センター規則」、「国際交流センター運営会議規程」及び「国際交流セン

ター特任教授等の選考に関する要項」について 

  国際交流センターに特任教員を置くことができるように改正する。日本語教育の特任

教員を採用し、国際交流のためのコーディネーターを採用予定である。 

【報告事項】 

（１）国内出張宿泊事実確認書類の提出について 

 宿泊の確認のため、１月から領収書の提出が必要となる。 

（２）教育研究費の使用に関するコンプライアンス教育等実施計画について 

 コンプライアンス教育が毎年一回必須となる。今年度は１～２月を予定している。 

（３）第３期中期目標・中期計画の確認事項について 

 提出した中期計画の字句を一部修正した。中期計画は重要事項であるので、一読するよ

うに学類長から指示があった。 

（４）国立大学法人福島大学の平成２６年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

 大学院定員未充足が指摘されたが、充足率向上の取組もあり「順調」と評価された。個

人経理が２年度続いて評価は下がることとなったが、再発防止の取り組みにより「概ね順

調」に留まった。OECD東北スクールなどの情報発信が「特筆すべき」と高く評価された。 

（５）就業規則の制定等について 

 年俸制の評価の方法について説明があった。教育・研究・社会貢献・大学運営の４領域

で評価される。部局または当該研究分野の標準的な実績が「２：標準」となる。評価のフ

ローも説明された。 

 マイナンバー制度の施行による変更もあることが併せて説明された。各職場の過半数代

表者からの意見書の内容も説明された。 

（６）学系所属と研究費配分に関する整理について 



 運営交付金以外から人件費が措置されている研究者には、基盤的研究費を配分しない方

針であることが説明された。 

（７）教員の学系所属について 

 １０月に着任した教員が追加されたことが説明された。 

（８）「ふくしまの未来を担う地域循環型人材育成推進室」設置について 

 COC+事業の推進室が設置されたことが説明された。今年度の委員として高橋教授を指名

したことが報告された。 

（９）特任専門員（日本語教育担当）の採用について 

 国際交流センターに特任専門員を採用したことが報告された。 

６．奨学寄附金等の受入れについて 

 文科省事業「廃止措置研究・人材育成等強化プログラム」を含む５件の外部資金の受け

入れについて報告された。 

◆研究科委員会◆ 

[審議事項]  

１．教務委員会 

（１）平成２７年度修士論文審査委員について 

資料１に基づき、今年度修了予定の２２名の博士前期課程大学院生の論文審査委員が示

され、了承された。２月１６日開催の最終審査のプログラムが提示された。 

［報告事項］ 

１．研究科長 

（１）太平洋島嶼国リーダー教育支援プログラムについて 

資料２に基づき、太平洋諸国の中核人材の育成を支援する本プログラムに申請したこ

とが報告された。 

２．教務委員会 

（１）博士論文予備審査結果報告について 

資料３に基づき、３名の予備審査結果がそれぞれの審査委員より説明された。３名と

も予備審査で付された条件を満たせば、本審査に進むことができる。 

（２）平成２８年度新入生ガイダンスについて 

資料４に基づき、新入生ガイダンスの日程が説明された。 

３．学生生活委員会 

（１）大学入試センター試験実施に伴う学生の入構禁止措置及び学内施設の利用制限等

について 

１月１５日１３時～１７日終日、原則として学生の入構が禁止される。図書館など例

外もある。大学院生の研究室への入室も制限される。詳細は掲示される。 

（２）日本学生支援機構奨学金の大学院第一種奨学金返還免除について 

 近日中に学生課掲示板に詳細が掲示される。 



４．国際交流センター運営会議 

（１）平成２７年度Fukushima Ambassadors Program II参加学生（学生交流協定校学

生）の受入れについて 

資料５に基づき、９名の学生を受け入れたことが報告された。 

その他 

  １２月１６日にセンター試験入試監督説明会が開催される。監督予定者は全員出席す

るように要請があった。１６日に出席できない監督予定者を対象とした説明会を１２月

２４日に開催する。 

 


